
乗鞍岳から注ぐ曙光
今年は、平成から新たな時代へと移り変わります。
皆様にとって安らかで幸多き年でありますように。
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高山市長　國
く に

島
し ま

  芳
み ち

明
ひ ろ

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

新
し
い
年
が
市
民
の
皆
様
に
と
っ
て
、
光
り
輝
き
穏
や
か
な
年

に
な
り
ま
す
こ
と
を
心
か
ら
祈
念
し
、
年
頭
に
あ
た
り
謹
ん
で
ご

あ
い
さ
つ
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
記
録
的
な
大
雨
と
な
っ
た
7
月
豪

雨
や
農
作
物
等
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
9
月
の
台
風
な

ど
、
豪
雨
や
暴
風
が
猛
威
を
振
る
っ
た
年
で
あ
っ
た
反
面
、
全
国

高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
の
ス
キ
ー
大
会
・
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
大
会

や
平
和
首
長
会
議
国
内
加
盟
都
市
会
議
総
会
、
第
20
回
米
・
食

味
分
析
鑑
定
コ
ン
ク
ー
ル
国
際
大
会
な
ど
高
山
市
を
舞
台
に
さ
ま

ざ
ま
な
催
し
が
開
か
れ
、
多
様
な
分
野
に
お
い
て
、
高
山
市
を
Ｐ

Ｒ
す
る
こ
と
が
で
き
た
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、高
山
駅
東
口
駅
前
広
場
や
国
府
児
童
館「
な
つ
め
っ
こ
」、

久
々
野
多
目
的
セ
ン
タ
ー
「
虹
流
館
く
ぐ
の
」、
飛
驒
高
山
ま
ち

の
体
験
交
流
館
の
完
成
な
ど
、
皆
様
の
安
全
安
心
と
地
域
経
済
活

性
化
の
実
現
に
向
け
た
施
設
の
供
用
を
開
始
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

昨
年
、
3
期
目
の
市
政
を
お
預
か
り
す
る
こ
と
に
な
っ
た
私
の

政
治
信
条
の
一
つ
は
、
市
民
の
皆
様
の
生
命
・
財
産
を
守
る「
市

民
の
た
め
の
市
長
」と
し
て
全
力
で
市
政
運
営
に
あ
た
る
こ
と
で

す
。
こ
れ
ま
で
の
8
年
間
の
取
り
組
み
を
検
証
し
、「
希
望
あ
る

輝
く
ま
ち
高
山
」の
実
現
に
向
け
て
よ
り
一
層
邁
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

さ
て
、
本
年
は
新
天
皇
が
即
位
さ
れ
、
新
た
な
時
代
が
幕
を
開

け
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
こ
の
30
年
間
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
市

に
と
っ
て
将
来
の
礎
と
な
る
さ
ま
ざ
ま
な
出
来
事
が
あ
り
ま
し

た
。
平
成
元
年
に
は
ワ
イ
ド
ビ
ュ
ー
ひ
だ
が
導
入
、
平
成
9
年
に

は
安
房
峠
道
路
が
開
通
す
る
な
ど
多
く
の
人
々
が
行
き
交
う
基
盤

が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
14
年
に
は
、
全
国
和
牛
能
力
共
進
会

で
飛
驒
牛
が
肉
質
日
本
一
の
称
号
を
手
に
し
、
全
国
ブ
ラ
ン
ド
の

地
位
を
確
立
。
平
成
17
年
の
合
併
を
経
て
日
本
一
大
き
な
市
と
な

り
、
多
様
と
な
っ
た
地
域
資
源
や
地
域
特
性
を
活
か
し
た
個
性
あ

る
ま
ち
づ
く
り
が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。
平
成
27
年
に
は
各
地
域
に

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
が
組
織
さ
れ
、
市
民
の
皆
様
と
行
政
が
そ
れ

ぞ
れ
役
割
分
担
を
行
う
中
で「
協
働
」し
、
地
域
の
特
色
を
活
か
し

た
ま
ち
づ
く
り
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、平
成
28
年
に
は「
飛

驒
匠
の
技
・
こ
こ
ろ
―
木
と
と
も
に
、
今
に
引
き
継
ぐ
１
３
０
０

年
」が
日
本
遺
産
に
認
定
さ
れ
る
と
と
も
に
、「
高
山
祭
の
屋
台
行

事
」が
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
、
先
人
か
ら
受
け

継
い
だ
財
産
や
思
い
を
皆
様
と
共
有
し
、
絶
え
る
こ
と
な
く
次
の

世
代
に
継
い
で
い
く
こ
と
を
改
め
て
決
意
し
た
次
第
で
す
。

　

平
成
の
時
代
は
ま
さ
に
、
高
山
市
の
持
つ
宝
が
世
界
中
か
ら
注

目
さ
れ
る
中
で
、
そ
こ
に
住
む
私
た
ち
が
住
み
や
す
い
ま
ち
で
あ

り
続
け
る
た
め
、
市
民
の
皆
様
と
行
政
が
協
働
を
深
化
さ
せ
た
時

代
で
し
た
。
私
た
ち
は
今
を
生
き
る
者
と
し
て
、
こ
れ
ら
先
人
が

築
き
、
大
切
に
保
存
・
継
承
し
て
き
た
高
山
の
宝
や
営
み
を
次
世

代
に
引
き
継
い
で
い
く
責
務
を
担
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
じ

ま
る
新
し
い
時
代
の
中
で
、
確
固
た
る
飛
驒
高
山
ブ
ラ
ン
ド
を
築

き
上
げ
、
世
界
に
誇
れ
る
希
望
あ
る
輝
く
ま
ち
と
な
る
た
め
、
市

民
の
皆
様
と
手
を
携
え
て
心
を
一
つ
に
し
て
活
力
が
あ
り
住
み
や

す
い
ま
ち
を
築
い
て
い
き
た
い
と
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

　

市
民
の
皆
様
の
笑
顔
が
溢
れ
る
ま
ち
と
な
る
よ
う
、
市
民
の
た

め
の
市
長
と
し
て
全
力
で
市
政
運
営
に
あ
た
り
ま
す
。
市
民
の
皆

様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
市
政
進
展
に
よ
り
一
層
の
ご
支
援
と
ご

協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
年
頭
に
あ
た
っ
て
の
ご
あ
い
さ
つ
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

希望ある輝くまち
　　　　    を目指して

市長　年 頭 の あ いさつ
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高山市議会議長　溝
み ぞ

端
ば た

甚
じ ん

一
い ち

郎
ろ う

　

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
平
成
31
年
の
輝
か
し
い
新
春
を
ご

健
勝
に
て
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
日
本
国
中
で
地
震
・
豪
雨
・
台
風
な
ど
の
自
然
災
害

に
よ
り
、
多
く
の
尊
い
人
命
が
失
わ
れ
、
家
屋
等
が
大
き
な
被
害

を
受
け
ま
し
た
。
高
山
市
に
お
い
て
も
昨
年
の
７
月
豪
雨
や
台
風

21
号
な
ど
に
よ
る
被
害
は
甚
大
な
も
の
で
あ
り
ま
し
た
。
一
時
的

に
国
内
外
を
問
わ
ず
観
光
客
の
入
り
込
み
が
激
減
し
、
観
光
関
連

産
業
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
ま
し
た
が
、
幸
い
に
し
て
徐
々
に
回

復
し
、
ま
ち
を
散
策
す
る
観
光
客
の
姿
も
元
の
姿
を
取
り
戻
し
つ

つ
あ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
な
か
、
飛
驒
の
玄
関
口
と
し
て
高
山
駅
東
西
駅
前
広

場
が
完
成
し
、
広
く
使
い
や
す
く
な
っ
た
こ
と
で
多
く
の
市
民
の

皆
様
や
観
光
客
の
方
々
に
安
心
し
て
利
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
今
後
、
集
い
や
交
流
の
場
と
し
て
も
活
用
が
期

待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。
さ
ら
に
、
飛
驒
高
山
ま
ち
の
体
験
交
流

館
が
古
い
町
並
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
飛
驒
高
山
ま
ち
の
博
物

館
と
一
体
と
な
っ
て
地
域
活
性
化
の
拠
点
と
な
り
、
文
化
の
伝
承

や
体
験
交
流
な
ど
が
一
層
図
ら
れ
る
こ
と
を
心
よ
り
ご
期
待
申
し

上
げ
る
次
第
で
す
。

　

今
年
は
東
海
北
陸
自
動
車
道
四
車
線
化
が
飛
驒
清
見
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
ま
で
完
成
す
る
ほ
か
五
色
ヶ
原
の
森
の
新
ル
ー
ト

オ
ー
プ
ン
、
官
民
協
働
し
て
取
り
組
ま
れ
る
３
年
に
１
度
の
飛
驒

高
山
文
化
芸
術
祭
の
開
催
な
ど
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
地
域
の
魅

力
の
再
発
見
や
地
域
へ
の
愛
着
と
誇
り
を
育
む
取
り
組
み
も
進
め

ら
れ
ま
す
。
高
山
の
素
晴
ら
し
さ
の
Ｐ
Ｒ
に
改
め
て
努
め
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
高
山
市
に
は
、
緑
豊
か
な
美
し
い
自
然
と
先
人
か
ら
受

け
継
い
だ
伝
統
文
化
が
脈
々
と
息
づ
き
、
歴
史
的
風
致
と
お
も
て

な
し
の
心
が
深
く
結
び
付
い
て
、
独
特
の
風
情
を
醸
し
出
し
て
お

り
ま
す
。
こ
う
し
た
先
人
の
方
々
が
築
き
上
げ
た
貴
重
な
財
産
を

活
か
し
つ
つ
、
将
来
に
わ
た
っ
て
引
き
継
い
で
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　

さ
て
、
市
議
会
で
は
今
年
の
４
月
に
改
選
を
迎
え
、
新
し
い
体

制
と
な
り
ま
す
。
合
併
し
て
14
年
目
を
迎
え
ま
す
が
、
急
速
に
進

行
す
る
少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少
社
会
の
な
か
で
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
の
希
薄
化
や
若
者
の
都
会
へ
の
流
出
、
人
手
不
足
に
よ
る

事
業
承
継
問
題
な
ど
、
高
山
地
域
、
支
所
地
域
に
限
ら
な
い
こ
れ

ら
の
課
題
に
対
し
て
対
策
を
講
じ
、
疲
弊
し
た
地
域
の
再
興
を
図

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

高
山
市
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
市
民
福
祉
の
向
上
を
図
る

た
め
、
市
民
の
皆
様
と
の
協
働
に
よ
る
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り

が
着
実
に
進
む
よ
う
、
そ
し
て
信
頼
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、
積
極

的
に
地
域
に
出
向
き
、
市
民
の
皆
様
の
お
声
を
お
聴
き
し
、
そ
の

お
声
を
市
政
運
営
に
結
び
付
け
る
べ
く
、
そ
の
責
務
を
果
た
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
二
元
代
表
制
の
一
翼
を
担
う
議
会
は
広
大
な
市
域
に
お

け
る
ま
ち
づ
く
り
の
責
任
あ
る
意
思
決
定
機
関
と
し
て
、
議
員
相

互
の
議
論
を
深
め
て
合
意
形
成
を
図
り
、
議
会
基
本
条
例
に
則
っ

た
わ
か
り
や
す
く
開
か
れ
た
議
会
に
議
員
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
様
方
の
格
別
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
成
か
ら
新
し
い
時
代
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
市
民
の
皆
様
に

と
っ
て
幸
せ
に
満
ち
た
実
り
多
い
一
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
心
よ

り
お
祈
り
申
し
上
げ
、新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

議 長　年 頭 の あ いさつ

新しい年を迎えて
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   こんなことがありました。  
7月から12月の主なできごと

7月豪雨（7月4日～ 8日）
　台風や前線の影響で記録的な大雨となり、4日には 1
時間あたりの降水量として統計以来最大となる62ミリを
観測した。
ベトナム・フエ市との友好協力関係に関する覚書締結
（7月10日）
　ベトナムのフエ市と友好協力関係に関する覚書を締結
し、観光・文化・教育・貿易・農業の分野で実践的な交
流を進めていくことになった。
飛驒高山まちの体験交流館オープン（7月18日）
　上一之町と上二之町にまたがる場所に、伝統文化交流
拠点施設「飛驒高山まちの体験交流館」がオープンした。
全国高等学校総合体育大会高円宮賜杯第51回全国高
等学校アーチェリー大会（8月1日～4日）
　46都道府県から 649人の選手監督が参加し、一射一
射思いを込めて熱戦を繰り広げた。
高山市長選挙（8月26日）
有権者数73,605人、投票者数45,592人、投票率61.94％。
台風21号（9月4日） 
　高山では、最大瞬間風速33.3メートルを観測し、建物
の屋根を吹き飛ばすなど大きな爪痕を残した。
名誉市民に金子一義さん（11月1日）
　永年にわたり国政・市政の発展に尽力された元衆議院
議員の金子一義さんに名誉市民の称号を贈呈した。
平和首長会議国内加盟都市会議総会（11月5日、6日）
　平和首長会議の国内加盟都市会議総会が高山市で開催
され、91自治体から148人が参加し、高山市や市民の平
和の取り組みの発表や、議案の採択などが行われた。
第20回米・食味分析鑑定コンクール国際大会in飛驒
（11月26日、27日）
　5,717点の出品がある中、市内の稲作農家17人と飛驒
高山高等学校、市内小学校3校が入賞した。

主
な
も
の

■
第
３
回
飛
驒
高
山
文
化
芸
術
祭

　

こ
だ
ま
〜
れ
２
０
１
９（
通
年
）

■
市
内
中
学
校
卒
業
式（
３
月
５
日
）

■
市
内
小
学
校
卒
業
式（
３
月
20
日
）

■
市
内
小
学
校
入
学
式（
４
月
６
日
）

■
市
内
中
学
校
入
学
式（
４
月
７
日
・

　

予
定
）

■
岐
阜
県
議
会
議
員
選
挙

　
（
４
月
７
日
）

■
高
山
市
議
会
議
員
選
挙

　
（
４
月
21
日
）

■
新
天
皇
即
位（
５
月
１
日
）

■
第
８
回
飛
驒
高
山
ウ
ル
ト
ラ
マ
ラ

　

ソ
ン（
６
月
９
日
）

■
市
消
防
操
法
大
会

　
（
６
月
16
日
、
飛
驒
エ
ア
パ
ー
ク
）

■
乗
鞍
山
麓
五
色
ヶ
原
の
森

　

新
ル
ー
ト
オ
ー
プ
ン（
６
月
下
旬
）

■
消
防
感
謝
祭

　

第
68
回
岐
阜
県
消
防
操
法
大
会

　
（
８
月
４
日
、
飛
驒
エ
ア
パ
ー
ク
）

■
日
本
ス
ポ
ー
ツ
マ
ス
タ
ー
ズ　
　

　

２
０
１
９
ぎ
ふ
清
流
大
会
女
子
バ

　

レ
ー
ボ
ー
ル
競
技（
９
月
21
日
〜

24
日
、
ビ
ッ
グ
ア
リ
ー
ナ
ほ
か
）

今年は
ど
ん
な
こ
と
が
？

平
成
31
年
の
予
定

7月豪雨では、市に初
めて「大雨特別警報」が
発令された

フエ市のタン委員長（市
長）は、「今後も末永く、
市民とともに友好交流
を続けていきましょう」
とあいさつ

8月19日に告示された
高山市長選挙は、26日
に行われた投開票の結
果、國島芳明市長が三
度目の当選となった

国際総合部門金賞には 20点が選
ばれ、そのうち 12点が飛驒地域
のお米となった

台風の影響により、各
地で停電が発生し、ピー
ク時には約16,100戸
が停電した

名誉市民
金
かね

子
こ

一
かず

義
よし

さん

  

6

7

8

9

10

10
11

6

7

8

9

11
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写真で振り返る平成30年

高山市の1年間　 
1月から6月の主なできごと

国府児童館「なつめっこ」移転オープン（2月1日）
　国府町三日町で建設を進めてきた国府児童館が完成。
愛称は「なつめっこ」に。
全国高等学校総合体育大会第67回全国高等学校スキー
大会（2月4日～ 8日）
　「光り輝け舞い上がれ高山郡上の雪とともに」のスロー
ガンのもと、飛驒ほおの木平スキー場や郡上市などでア
ルペンやクロスカントリー競技が開催された。
高山駅東口駅前広場オープン（3月24日）
　高山駅周辺整備事業が完了し、オープニングセレモニー
が行われた。
久々野多目的センター「虹

こうりゅうかん

流館くぐの」オープン
（3月25日）
　平成29年度より建設を進めていた久々野多目的セン
ターが完成。愛称は「虹

こうりゅうかん

流館くぐの」に。
夜間保育スタート（4月1日）
　多様な労働形態と子育ての両立を支援するため、保護
者が夜間の就労などにより保育できない児童を一時的に
保育する夜間保育が始まった。
前期・後期制スタート（4月1日）
　市内全小中学校で前期・後期制がスタートした。
高根町池ケ洞地内で土砂崩れ（4月17日）
　市道池ケ洞線で倒木処理作業中、法面崩壊が発生し、
池ケ洞集落が一時孤立した。
議長に溝端甚一郎さん、副議長に岩垣和彦さん
（5月11日）
　市議会5月臨時会が開かれ、議長に溝端甚一郎さん、
副議長に岩垣和彦さんが選出された。
ONSEN・ガストロノミーウォーキング（5月19日）
　奥飛驒温泉郷平湯温泉一帯で、東海地方で始めて
「ONSEN・ガストロノミーウォーキング」が開催された。

アルペン競技とクロス
カントリー競技に地元
出身選手14人が出場し
たほか、大会運営にも
地元高校生が参加し盛
り上げた

高山駅東口駅前広場
で行われたオープニ
ングセレモニーで
は、テープカットの
後、飛驒天満宮の獅
子舞や時計塔の除幕
などが行われ、完成
を祝った

久々野多目的センター
「虹流館くぐの」のオー
プニングセレモニーで
は、参加者全員で祝賀
の風船を大空に放ち、
完成を祝った

溝
みぞ

端
ばた

甚
じん

一
いち

郎
ろう

 議長 岩
いわ

垣
がき

和
かず

彦
ひこ

 副議長

自然探勝路や平湯大滝、
ニリンソウの群生地を
巡る約10キロのコース
で、飛驒牛串焼きや地
酒などを楽しみながら
散策した

　

今
年
は
、
市
民
一
人
ひ
と
り

が
主
役
の
祭
典
・
第
３
回
飛
驒

高
山
文
化
芸
術
祭
こ
だ
ま
〜
れ

２
０
１
９
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
「
こ
だ
ま
〜
れ
」と
は
、
人
と
人

が
交
流
し
、
お
互
い
の
心
が
響
き

合
う
イ
メ
ー
ジ
の「
こ
だ
ま
」
と

「
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
」（
イ
タ
リ
ア

語
で
３
年
に
一
度
）
を
か
け
あ
わ

せ
た
造
語
で
す
。
人
と
人
と
の
心

が
こ
だ
ま
し
、
一
年
中
響
き
合
う

３
年
に
一
度
の
文
化
芸
術
祭
と
い

う
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
も
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組

み
を
活
か
し
な
が
ら
、
末
永
く
文

化
薫
る
高
山
市
と
な
る
よ
う
、
一

年
を
か
け
て
創
意
と
工
夫
を
凝
ら

し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
で
一
緒
に「
ふ
れ
る
」

「
つ
く
る
」「
つ
な
ぐ
」を
キ
ー
ワ
ー

ド
に
、
誰
も
が
身
近
に
感
じ
、
誰

も
が
参
加
・
行
動
す
る
、
飛
驒
高

山
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
文
化
芸
術
祭
を

つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

飛驒高山文化芸術祭
こだま～れ 2019

Pick
 up

ピック
アップ

1

2

3

4

4

5

3

5

2

1
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市
で
は
、
新
成
人
を
迎
え
る
方
の
決
意
や
夢
な
ど
を
詩
や
短
文
に
し
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
今
回
２
７
７
点
の
応
募
が
あ
り
、
最
優
秀
賞
４
点
、
優
秀
賞
８
点
、

佳
作
19
点
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

最
優
秀
作
品
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

問
合

生
涯
学
習
課  

☎
35-

３
１
５
５

は
た
ち
の
思
い
一
行
詩

◆郷土への思い

◆家族や友達への思い

◆自分の将来（職場や社会）への思い

◆平和への思い

「帰省するって言葉、いいね」と東京の友が言った。

そうか、私には大切な故郷があるんだな。

「私、成人したよ。」と振袖姿で笑いかける。

写真の祖母も笑った気がした。

今後の日本の技術のさらなる発展に貢献し、技術者としての

自覚もった社会人に成長できるよう努力したい。

丹生川中学校卒業生  玉
たま

田
だ

  菜
な

々
な

子
こ

さん

国府中学校卒業生  田
た

中
なか

  志
し

帆
ほ

さん

日枝中学校卒業生  後
ご

藤
とう

  佳
よし

樹
き

さん

荘川中学校卒業生  小
こ

瀨
せ

  大
や ま と

和 さん

握り拳という武力行使ではなく、握手という平和的解決がで

きる国際づくりの一員に、僕はなりたい。

高
齢
者
叙
勲

受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

瑞
宝
双
光
章（
税
務
行
政
事
務
功
労
）

中な

か

島し

ま

利と

し

隆た

か

さ
ん
（88）

下
一
之
町

広
報
情
報
課  

☎
35-

３
１
３
４

問
合

平
成
30
年
第
５
回
定
例
会
が
閉
会

昆
明
市
と
の
友
好
都
市
提
携
な
ど
を
可
決

12
月
３
日
に
開
会
し
た
市
議
会
定
例
会
は
、
12

月
21
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。
今
回
の
議
会
で
は
、

補
正
予
算
な
ど
市
長
お
よ
び
議
員
か
ら
提
出
さ
れ

た
案
件
は
次
の
と
お
り
報
告
・
可
決
・
同
意
さ
れ

ま
し
た
。

　

な
お
、
初
日
に
上
程
さ
れ
た
特
別
職
の
期
末
手

当
を
増
額
す
る
議
案
は
、
職
員
の
不
祥
事
を
受
け
、

12
月
13
日
の
本
会
議
で
議
案
の
撤
回
を
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
、
議
員
の
期
末
手
当
を
増
額
す
る
議
案
は
、

職
員
の
不
祥
事
に
つ
い
て
議
会
も
責
を
負
う
べ
き

と
し
、
否
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
終
日
に
は
、
議
長
よ
り
高
山
市
議
会
の
議
員

定
数
等
に
関
す
る
見
解
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

主
な
成
立
案
件

■
報
告
案
件（
１
件
）

▽
損
害
賠
償
額
の
専
決
処
分

■
条
例
案
件（
６
件
）

▽
市
長
と
副
市
長
の
給
料
を
10
分
の
１
、３
カ
月
間

　

減
額
す
る
条
例
改
正

▽
高
山
市
駐
車
施
設
附
置
条
例
の
一
部
改
正

▽
高
山
市
手
数
料
条
例
の
一
部
改
正　

ほ
か

■
事
件
案
件（
46
件
）

▽
中
国
雲
南
省
昆
明
市
と
の
友
好
都
市
提
携

▽
指
定
管
理
者
の
指
定（
１
２
９
施
設
）　

ほ
か

■
予
算
案
件（
３
件
）

▽
24
億
７
千
万
余
の
一
般
会
計
補
正
予
算　

ほ
か

■
人
事
案
件（
１
件
）

▽
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
選
任

■
議
員
発
議（
２
件
）

▽
産
業
廃
棄
物
最
終
処
分
場
の
設
置
に
反
対
す
る

　

意
見
書

▽
職
員
の
綱
紀
粛
正
と
内
部
統
制
の
強
化
を
求
め

　

る
決
議　

問
合

議
会
事
務
局

　
　
　

☎
35‒

３
１
５
２　

℻  
35‒

３
１
７
０
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高山市全小・中学校ユネスコスクール登録記念事業

　高山市の全小学校５年生約800人が 11月15日、市
民文化会館大ホールに集まり、市内全小中学校がユネス
コスクールに認定された記念事業として未来講話を行い
ました。
　自分たちが学習している郷土についての取り組みを代
表校が発表し、中部大学の先生から講評していただきまし
た。その後、それぞれの学校で取り組む郷土学習の方向
を探るために、「輝く未来を拓くために成長し続けよう」を
テーマとする講演を聴きました。
問合   学校教育課　☎35-3154

南小学校の発表
　環境をテーマにした学習の中から、飛驒の森林や自然に
ついて、「豊か」をキーワードに、人と自然とのつながりや
大切さについて発表しました。プレゼンでは、はきはきと
分かりやすい話し方で伝え、市の林務課からプレゼントさ
れた飛驒産の杉の木で作られた鉛筆を、会場にいる５年
生に渡しました。

講演 ～中部大学前学長  山下　興亜氏～
　「生きる力とは変化することである。輝く未来を拓く
ためには、変化を恐れず、目標（夢）を育むことが大切
である。」と、映像を交えて具体的に教えていただきま
した。５年生の心に届く、素晴らしい講演でした。

オープニング
　清見小学校６年生による迫力ある「清見ちびっこ太鼓」
の演奏。伝統を感じさせる一体感のある演奏を堂々と披
露しました。

朝日小学校の発表
　朝日町秋神のすずらん大根、わらび粉、天狗祭りを
通して、秋神の人々は、厳しい自然環境の中でも工夫
や努力を続けて生活してきたことを学びました。その
秋神に対する愛情や誇りを、寸劇を使った楽しい発表
で伝えました。朝日小５年生全員で脚本から考え、工
夫を凝らした演出でした。

ユネスコスクールとは
　ユネスコスクールは、ユネスコ憲章に示されたユネスコの理念を実現するため、平和や国際的な連携を実践する
学校です。文部科学省及び日本ユネスコ国内委員会では、ユネスコスクールを持続可能な開発のための教育の推
進拠点として位置付けています。現在、世界180か国以上の国・地域で10,000校以上のユネスコスクールがあり
ます。日本国内の加盟校数は、「国連持続可能な開発のための教育の 10年」が始まった平成17年から飛躍的に増
加しており、平成29年10月時点で1034校となり、1か国当たりの加盟校数としては、世界最大となっています。

（文部科学省ホームページより）

未  来  講  話
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　ルーマニアのトランシルヴァニア地方南部に位置するシビウ市は、旧市街地に
赤い瓦屋根の民家が立ち並び、中世の面影を残すルーマニアにおいて最も美しい
都市といわれています。ドイツ人入植者の政治的中心となった地でもあり、街中
にはルーマニア語とドイツ語の二言語表示の看板も見られます。2007年には、欧州文化都市に選ばれました。
　毎年開催される「シビウ国際演劇祭」は、ヨーロッパ三大演劇祭の一つに数えられています。毎回、世界70カ国約
350団体が参加し、10日間にわたって演劇やダンス、ストリートパフォーマンスが町中で行われます。
　中世から街の中心地である大広場（ピアッツァ・マーレ）や南東ヨーロッパ最大である 6002本もの管を使用している
パイプオルガンのあるプロテスタントの福音教会など、見どころも多くあります。

高山市と交流の
ある海外都市
シリーズ ❸

シビウ市（ルーマニア）
　　　　　　　　　　　 問合  海外戦略課　☎35-3346

●これまでの取り組み
①シビウ市ボランティア訪問団受入事業
　秋の高山祭でボランティア観光案内を行うことを目
的としてシビウから訪問団が高山市を訪れています。
　市内で名所を視察し高山の文化を学んでもらうとと
もに、市内でホームステイ体験をして市民との交流を
促進しています。

②シビウ国際演劇祭市民ボランティア派遣事業
　シビウ国際演劇祭におけるボランティアを目的とし
て高山市から市民を派遣
しています。現地では演
劇祭の運営をサポートし
つつ、現地で高山の魅力
をPRしています。

【これからの展望】　
　今年で高山市とシビウ市が最初の覚書を締結してから10年を迎えます。この機会を活用して、両市の親善友好をよ
り強化し、真に意義のある民間交流を促進していきます。そのためにも、民間交流窓口である「高山・シビウ連絡協議
会」に、より多くの皆様に会員としてご参加いただけるよう、普及啓発を行っていきます。「高山・シビウ連絡協議会」に
関心やご興味のある方は、事務局の海外戦略課までお問い合わせください。

●友好都市提携の経緯
＜2012（平成24）年９月４日友好都市提携＞
　2008（平成20）年３月、シビウ市より日本の都市
との友好交流の申し出を受けたEU・ジャパンフェス
ト日本委員会から高山市に勧めがありました。翌年
10月にシビウ市長が高山を訪れ、駐日ルーマニア
大使、高山市議会議長等両市関係者立会のもと、両
市間で交流を進める旨の覚書を締結しました。
　その後、両市でボランティアの相互派遣が続けら
れ、文化・芸術、観光、学校教育、経済などの多くの
分野において交流を続
けていくことで意見が
一致し、2012（平成24）
年９月４日にシビウ市に
おいて友好都市提携を
締結しました。
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料
理
の
食
べ
残
し
な
ど
、
食
品
ロ
ス
を
減
ら
し
ま
し
ょ
う

■
３さ

ん

０ま
る

１い
ち

０ま
る

運
動
の
実
践

　

こ
の
時
期
、
新
年
会
な
ど
多
く
の
宴
会
が
開
催

さ
れ
ま
す
が
、
せ
っ
か
く
提
供
さ
れ
た
料
理
を
食

べ
残
し
て
し
ま
う
こ
と
が
大
き
な
社
会
問
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。
宴
会
の
幹
事
さ
ん
は
次
の
こ
と

を
実
践
し
ま
し
ょ
う
。

⑴
宴
会
場(

お
店)

の
方
と
事
前
相
談
し
、
料
理

　

は
適
量
に
し
ま
し
ょ
う
。

⑵
乾
杯
後
30
分
間
は
席
を
立
た
ず
、
料
理
を
楽
し

　

み
ま
し
ょ
う
。

⑶
終
了
10
分
前
は
自
分
の
席
に
戻
っ
て
、
再
度
料

　

理
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

幹
事
さ
ん
が
出
席
者
に
呼
び
か
け
す
る
こ
と

で
、
食
べ
残
し
の
量
が
大
き
く
異
な
り
ま
す
。
料

理
を
つ
く
っ
て
い
る
人
に
喜
ん
で
も
ら
う
た
め
に

も
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
家
庭
で
の
取
り
組
み

⑴
買
い
物
に
行
く
前
に
冷
蔵
庫
の
中
を
確
認
し
、

　

必
要
な
分
だ
け
を
購
入
し
ま
し
ょ
う
。

⑵
食
材
は
で
き
る
だ
け
無
駄
な
く
使
い
き
る
よ
う

　

に
し
ま
し
ょ
う
。

⑶
調
理
は
食
べ
き
れ
る
量
だ
け
作
り
ま
し
ょ
う
。

■
ぎ
ふ
食
べ
き
り
運
動
協
力
店
・
協
力

　

企
業
の
登
録

　

岐
阜
県
で
は「
ぎ
ふ
食
べ
き
り
運
動
」に
ご
協
力

い
た
だ
け
る
飲
食
店
等
の
協
力
店
・
協
力
企
業
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
登
録
し
て
い
た
だ
く
と
、
岐

阜
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
紹
介
さ
れ
ま
す
。

問
合

生
活
環
境
課

　
　
　

☎
35-

３
１
３
８

　
　
　

広
報
ID
１
０
１
０
３
８
６

３０１０運動とは
　宴会などで出る食べ残しを削減するため、宴会
開始後30分と終了前10分を離席せず食事を楽し
む時間とする運動です。
　この取り組みは、本市と姉妹都市提携を締結し
ている長野県松本市で平成23年度に始まりました。
国においてもこの運動を普及啓発しており、近年こ
の運動に賛同し推奨している自治体や飲食店など
が増え、徐々に広がりを見せています。
　その背景には、大量に発生する「食品ロス」の問
題があります。日本では、本来食べられるにもか
かわらず廃棄される「食品ロス」が年間で646万ト
ン（平成27年度推計）発生しており、国民一人あ
たりに換算すると毎日お茶碗約１杯分（約139グラ
ム）の食べ物を捨てていることになります。食品ロ
スは、家庭からの発生が約半分、残りは食品製造
業などの事業に由来するものとなりますが、事業系
では、飲食店における食べ残しが相当程度を占め
ています。
　農林水産省の調査によると、「宴会」での食べ残
し率が最も高くなっています。
　「もったいない」の気持ちを持って、せっかくの料
理を残さず楽しむ「３０１０運動」の実践にご協力を
お願いします。

指定管理者を募集します
　2019（平成31）年4月から 2024年3月までの 5
年間、公共施設の管理や運営を担う指定管理者の募
集を下記のとおり行います。
募集期間　平成31年1月28日㈪まで
募集施設

利用料金制：施設の使用料を指定管理者の収入とす
　　　　　   る制度
募集の範囲：応募される団体の主たる事業所
　　　　　　（本社･本店など）の所在地
応募の対象や選定の流れ
　指定管理者に応募できるのは企業やNPO法人な
どの団体で、法人格の有無は問いません。また、複
数の団体がグループとなって応募することもできま
す。ただし個人が応募することはできません。
　応募者は申請書や事業計画書、収支予算書などを
提出し、民間の有識者も加わった選考委員会で最も
適当と認められる候補者が審査・選定され、市議会
の議決を経て指定管理者として指定されます。
　詳細は各所管課までお問い合わせください。
問合  行政経営課　☎35-3040   広報ID 1004012

グループ
No. 施　設　名　称 利用

料金制
募集
範囲 所 管 課

1
パスカル清見
（道の駅付帯施設）

森林公園大倉滝
有 市内

商工課
☎35-3144

観光課
☎35-3145

冬期の水道利用について
●水道の凍結防止は、凍結防止ヒータや不凍栓の利用等でご自身の
　管理で行いましょう。
●凍結・漏水など宅内の水道トラブル対応は以前施工した指定工事
店にご依頼ください。施工した指定工事店が不明な場合は、お知り
合いまたはお近くの指定工事店に相談してください（指定工事店は、
市HPをご覧いただくか、上水道課までお問い合わせください）。
※調査・修理・処置（次の応急対応も含む）はお客様の実費負担です。
　借家等の場合には大家さんや管理人に相談してください。
元旦（火・祝）２日㈬３日㈭の応急対応協力店　
　施工指定工事店と連絡がとれない場合、一部の工事店の好意によ
り実施する応急対応です。対応は受付順です。混み合う場合は、お
待ちいただきます。休日、時間外は、修理が困難なため、応急処置
のみとなることに留意願います。
【高山】元旦： ㈲松野水道工事店（33-0546）、高山米穀協業組合（32-
3104）２日：飛驒冷凍空調㈱（33-8212）、㈲大平工業（33-7238）
３日： ㈲桜本配管工事店（32-5555）、松井水道㈲（33-1219）
【国府】元旦：㈲森本配管工事店（72-3067）　２日：吉本設備㈲（72-
3323）３日：㈲八賀設備（72-2939）　
【上宝・奥飛驒温泉郷】元旦：㈲大下設備工業（0578-86-2413）２日：
㈲中本設備（0578-86-2606）３日：㈲大下設備工業（86-2413）
【久々野】アクシス（52-0020）
【一之宮】㈲岩西石油店（53-2038）
【朝日・高根】㈲大道石油（55-3074）
【丹生川】㈲こがいと設備（78-1552）
【清見】㈲橋詰設備（68-2109）・㈲梅地土建（68-2614）
【荘川】㈲奥美濃設備（05769-2-2460）・㈲橋詰設備（68-2109）
問合  上水道課　☎35-3149 　広報ID 1005042
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問合   消防総務課　☎34-3792

ご理解とご協力をお願いします
消防出初式に伴う通行規制
　1月5日㈯は市内10地域で消防出初式を行います
が、下記の地域では一般車両を全面または一部通行
止の規制をします。ご理解とご協力をお願いします。

◆高山地域
午前10時30分～11
時ころ
本町通り（本町1～4丁
目）…通行止
‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒
午前10時45分～11時
30分ころ
弥生橋～連合橋の左岸
（七日町側）…通行止
‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒
午前10時45分～11時
30分ころ
弥生橋～不動橋の右岸
（大新町側）…通行止

◆久々野地域
午前9時30分～9時50分ころ。久々野支所～久々野
駅～久々野公民館…一部通行規制

岐阜県消防団協力事業所支援減税制度
の申請時期をご確認ください
　消防団協力事業所表示制度の認定を受けた事業所および
事業主の方は、2020年3月31日までの期間に岐阜県消防
団協力事業所支援減税制度の条件を満たし、申請すること
で岐阜県から事業税の優遇措置を受けることができます。
この申請は毎年度必要です。申請は法人、個人により一定
の申請期間がありますので、期間にご注意ください。
法人→各事業年度の終了日から１月以内
個人→各年12月31日から所得税申告期限（3月15日まで）
※消防団協力事業所表示制度の認定および認定証の交付
　は、決算期前に受ける必要があります。
　岐阜県消防団協力事業所の支援減税制度の申請は、その
内容確認に時間を要する場合がありますので、余裕をもっ
て申請する事をおすすめします。
　また、当減税制度の申請は、岐阜県や高山市からのお知
らせはございませんので、各事業所および事業主自身で申
請していただく必要があります。該当する申請期間など、
今一度確認をお願いいたします。
問合  消防総務課　☎34-3792

市
民
の
み
な
さ
ん
の

生
命
・
財
産
を
守
る
た
め

消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
・

高
規
格
救
急
車
を
配
備

　高山消防署に、消防ポンプ自動車と高規格救急車を配備しました。
　消防ポンプ自動車は、消火能力の高い圧縮空気を含んだ泡を放射し、効果的でかつ水損被害を抑えた消火
活動が可能となる空気泡圧縮消火装置（CAFS装置）を搭載しています。
　また、高規格救急車はAEDや自動心臓マッサージ器（LUCAS3）など最新の救急救命資器材を積載してお
り、救命率の向上が期待されます。
問合   高山消防署　☎32-0119

委員会・審議会を公開しています
公開予定の委員会・審議会

●傍聴は先着順となります。
●開催日時や場所が変更となる場合があります。
　また、議題等詳細についても担当課へお問い合わせください。

開催日 会議名ほか 担当課

1月4日
㈮

庁議（幹部会）
9：30～　市役所  4階特別会議室

企画課
☎35-3131

1月10日
㈭

公共交通活性化協議会
13：30～　市役所 4階特別会議室

都市計画課
☎57-7444
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◆ 配信サービスの内容 ◆
①地震情報 気象庁が観測し発表した高山市内の最大震度
（１以上）
②気象情報 気象庁が発令した飛驒地方北部の警報等
（大雨、洪水、暴風、暴風雪、大雪）
③安全安心 避難情報や不審者情報、クマの目撃情報、食
中毒警報ほか
④観光・イベント イベント開催案
内ほか
⑤スポーツ スポーツイベントほか
⑥学習・文化 図書館、講演会のお
知らせほか
⑦子育て 子育て支援事業、子ども
イベントほか
⑧健康・福祉・医療 健康診断や予防接種、義援金のお知
らせほか
⑨市民活動 ＮＰＯ、町内会情報ほか
⑩選挙開票 投票率や開票速報ほか
⑪その他行政情報
※配信項目は選択できます。

◆ 登録方法 ◆
●携帯電話からの登録
携帯電話から下記アドレスを入力し、手順に従って登録
します。
　https://service.sugumail .com/
takayama/
　また、右のＱＲコードを読み取ることによ
り、登録画面に進むこともできます。
●パソコンからの登録
市ホームページからリンクする登録サイトより登録できます。
https://service.sugumail.com/takayama/member/

※利用料や登録料は無料ですが、通信費（パケット通信
料）は登録者の負担となりますのでご注意ください。
※受信拒否の設定をされている場合は、ml.city.takayama.
lg.jpのメールが受信できるよう設定変更してください。
※登録方法などご不明な点は、広報情報課までお問い合
わせいただくか、市ホームページをご覧ください。

問合 広報情報課　☎35‒3134
　　　広報ID 1004047

携帯電話を使った
メール配信サービス

地震情報や気象情報など
暮らしに役立つ 11項目

　市では、携帯電話を使って地震情報や気象情報、市からの
お知らせを配信する「メール配信サービス」を行っています。

高山防災ラジオ
～長時間停電時の対応について～

　高山防災ラジオは、停電時でもラジオ本体の充電
池によって利用することができます。
　しかし、長期間の停電になると、充電が切れてし
まいます。
　このような場合、市販の乾電池を利用することで
一時的に対応することができますので「いざ」という
時は利用上の注意を守ってご利用ください。

ご利用上の注意
●乾電池は緊急時のみの利用としてください。
●本体に乾電池が入った状態で電源コードを差し
　込むと、乾電池から液漏れが発生し、本体が故
　障する可能性があります。
問合   飛驒高山ケーブルネットワーク㈱
　　　 ☎33-7330
          ㈱飛驒高山テレ・エフエム
     　  ☎34-8080　
          高山電機商業組合加盟店の取扱店

緊急時の限定的な対応
1 コンセントから電源コードを抜く
2 本体裏面の充電池交換用ふたを外す
　※プラスドライバーが必要です
3 充電池を抜き取り、単三乾電池3本と
　入れ替える

　停電が解消された場合は、必ず乾電池を抜き
取り、充電池を元に戻してください（充電池の
向きに注意してください）。
※充電池を交換する際は、市販のニッケル水素
　電池をお買い求めください。

　地元コミュニティFMラジオ局「ヒッツFM」ではイン
ターネット上に番組を配信する「サイマルラジオ放送」
のサービスを行っています。インターネットに接続でき
る環境でしたら、パソコンやスマートフォンなどで、世
界中で聴くことができます。また、豪雪などの停電時に
ラジオが聴けなくなっても、スマートフォンなどを通じ
てサイマルラジオ放送により情報を取得することがで
きます。ぜひお聴きください。

ヒッツFM（76.5MHz）は
スマホ・PCから聴けます！ Topic

問合   ㈱飛驒高山テレ・エフエム　☎34-8080
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行
わ
れ
ま
す
。

１
月
20
日
㈰

午
前
10
時
〜
正
午

モ
ン
デ
ウ
ス
飛
驒
位
山
ス
ノ
ー

　
　
　

パ
ー
ク（
一
之
宮
町
）

モ
ン
デ
ウ
ス
飛
驒
位
山
ス
ノ
ー

　
　
　

パ
ー
ク

　
　
　

☎
53‒

２
４
２
１

飛
驒
の
里
１
月
の
イ
ベ
ン
ト

●
新
春
か
る
た
会

１
月
１
日（
火
・
祝
）

正
午
〜
午
後
３
時

●
ど
ん
ど
焼
き

１
月
12
日
㈯

午
前
10
時
〜
正
午

●
冬
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

１
月
12
日
㈯
〜
２
月
28
日
㈭

午
後
５
時
30
分
〜
８
時
30
分

※
場
所
は
い
ず
れ
も
飛
驒
の
里

　
（
上
岡
本
町
１
）で
す
。

※
市
民
の
方
は
市
内
在
住
が
確
認
で

　

き
る
も
の
を
窓
口
で
提
示
す
る
と

　

入
館
無
料
で
す
。

飛
驒
民
俗
村

　
　
　

☎
34‒

４
７
１
１

期
日

期
日

期
日

期
日

期
日

期
間

期
間

期
間

期
間

期
間

期
間

期
間

期
間

時
間

時
間

時
間

時
間

時
間

時
間

時
間

時
間

時
間

時
間

時
間

時
間

時
間

申
込

場
所

場
所

場
所

場
所

場
所

場
所

場
所

場
所

場
所

場
所

問
合

問
合

問
合

問
合

問
合

問
合

問
合

冬
の
イ
ベ
ン
ト
情
報

冬
の
イ
ベ
ン
ト
情
報
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毎月第3日曜日は家庭の日です
家族との会話を大切にし、わが家の約束づくりに努めましょう

　

ス
ゴ
ロ
ク
と
い
え
ば
サ
イ
コ
ロ

が
つ
き
も
の
で
す
が
、
双
六
岳
に

つ
な
が
る
双
六
谷
に
は
、「
盤
の
石
」

と「
賽さ

い

ヶが

縁ふ
ち

」が
あ
り
ま
す
。
そ
こ

に
は
、
神
代
の
頃
の
話
と
し
て
、

神
様
と
天あ

ま

の
邪じ

ゃ

鬼く

に
ま
つ
わ
る
伝

説
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　
「
日
本
百
名
山
」の
著
作
で
有
名

な
深
田
久
弥
氏
に
よ
る
と
、「
盤
の

石
」伝
説
は
双
六
の
名
に
合
わ
せ
て

後
か
ら
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と

い
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
古
い
書
物

で
は
双
六
谷
を
四
五
六
谷
と
書
く

こ
と
か
ら
、
双
六
は
、
岩
場
を
示

す「
ス
ゴ
」や「
ゴ
ロ
」と
同
じ
類
の

地
名
だ
と
い
う
わ
け
で
す
。
飛
驒

山
脈
の
ゴ
ロ
地
名
と
し
て
は
、
黒

部
五
郎
岳
等
が
あ
り
ま
す
。
確
か

に
日
本
各
地
の
山
名
の
多
く
は
、

地
形
や
山
の
姿
が
由
来
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

双
六
岳
は
、
標
高
２
，８
６
０
メ
ー

ト
ル
。
槍
ヶ
岳
か
ら
の
西
鎌
尾
根
、

笠
ヶ
岳
か
ら
の
稜
線
、
飛
驒
山
脈

北
部
に
つ
な
が
る
稜
線
の
出
会
う

場
に
あ
り
ま
す
。
飛
驒
山
脈
核
心

部
に
あ
り
、
な
だ
ら
か
な
山
容
の

山
で
す
。

　

な
だ
ら
か
な
理
由
は
、
双
六
岳

か
ら
そ
の
北
側
の
三み

つ

俣ま
た

蓮れ
ん

華げ

岳だ
け

に

か
け
て
、
船
津
花
崗
岩
類
と
総
称

す
る
約
２
億
年
前
の
岩
石
群
が
分

布
す
る
た
め
で
す
。
こ
れ
ら
花
崗

岩
の
仲
間
の
岩
石
は
、
風
化
し
て

砂
礫
に
な
り
や
す
い
た
め
、
侵
食

さ
れ
丸
み
の
あ
る
地
形
を
作
り
ま

す
。
山
頂
部
は
、平
坦
な
砂
礫
地
で
、

槍
ヶ
岳
の
ビ
ュ
ー
ポ
イ
ン
ト
の
ひ

と
つ
で
す
。

　

ま
た
、
双
六
岳
の
山
頂
平
坦
地

で
は
、
構
造
土
が
見
ら
れ
ま
す
。

日
本
の
構
造
土
は
、
寒
冷
な
山
岳

の
砂
礫
地
に
で
き
ま
す
。
つ
ま
り
、

土
壌
の
水
分
の
凍
結
・
融
解
に
伴

う
土
壌
の
膨
張
・
収
縮
に
よ
り
、

比
較
的
大
き
な
礫
が
移
動
し
ま
す
。

双
六
岳
な
ど
平
坦
地
の
構
造
土
は
、

直
径
二
十
セ
ン
チ
程
度
の
円
周
上

に
大
き
な
礫
が
並
び
、
内
部
は
細

か
い
礫
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
、

特
に
円
形
土
と
よ
び
、
円
形
土
が

並
ぶ
と
亀
の
甲
羅
状
の
模
様
に
な

り
ま
す
。

飛
驒
地
学
研
究
会　

中
田　

裕
一

双
六
岳
の
山
頂
砂
礫
地
と
構
造
土

飛
驒
山
脈
ジ
オ
パ
ー
ク
構
想

ジ
オ
サ
イ
ト（
第
13
章
）

飛
驒
山
脈
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進

協
議
会

☎
０
５
７
８-

８
４-

０
０
３
８

問
合

　当大会は、北海道で開催される全国大会の東海地
区予選で、上位4チームには出場権が与えられます。
　高根の冬を楽しむ会とコラボ開催し、温かい食べ
物を提供します。
期日  2月2日㈯、3日㈰
 場所  飛驒高山御嶽トレーニングセンター（高根町
　　　日和田）
●出場チーム募集（各部門1チーム 7～ 10人）
　・一般の部30チーム（中学生以上・男女参加可）
　・シード枠8チーム（全大会ベスト 8）
参加料  1チーム 25,000円（シード枠は 20,000円）
申込  HPを参照のうえ、1月15日㈫までに MAIL・TEL

問合  実行委員会事務局
        ☎090-446-9903（左合）
　　  Mail  info@tokai-yukigassen.com
       HP  http://tokai-yukigasssen.com

第23回 東海雪合戦大会inたかね

飛驒高山ブラックブルズ岐阜
ホーム戦は1月14日！

　日本ハンドボールリーグの後半戦が始まります。
　現在シュート阻止率1位のキーパー田

た

口
ぐち

舞
まい

選手を筆頭
としたリーグ屈指のディフェンス力を持つブルズに、昨
シーズン最優秀選手・得点王・ベストセブン賞・フィー
ルド得点王の李

イ

美
ミ

京
ギョン

選手が加わり、現在6連勝と波に乗
ります。
　今シーズン最後のビッグアリーナでの試合を応援しま
しょう。
日 時　1月14日（月・祝）　13：00～
          　VS 三重バイオレットアイリス
場 所  ビッグアリーナ（中山町）
前売り券　大人1,200円　中高生500円
当 日 券　大人1,500円　中高生600円
チケットのお求めは、白啓酒店、ピュア高山、ビッグアリー
ナ、OKBぎふアリーナ、スポーツ推進課まで
問合  NPO法人飛驒高山ハンドボールクラブ
        ☎70-8183
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オレンジカフェ（認知症カフェ）を毎月15日に開催していますが、1月15日㈫は都合によりお休みします。
問合  飛驒地区認知症カフェ実行委員会　☎62-9482

休日診療などのお知らせ
診療名 対象となる方 期　日 受付時間 持ち物 場　所

医科診療 休日に急病になった方
2・3・6・13・
14・20.・27

8：30～11：30
13：00～14：30

（2・3日は9：30～11：30、  
13：00～14：30）

健康保険証
医療受給者証（受給者のみ）
フッ素塗布：1,080円

高山市休日診療所
（市保健センター内）

☎35‒3175
歯科診療 日曜日に歯が痛くなった方

小児のフッ素塗布希望の方
6・13・20・
27 8：30～11：30

●休日・夜間などの急病の場合、受診できる医療機関を知りたいときは高山地域救急医療情報センターまで電話してください〔☎０５７７‒３４‒３７９９〕
●高山市民の方は、看護師や医師などに24時間365日、電話で医療相談ができます（通話料・相談料無料、携帯電話使用可） 〔☎０１２０‒５４‒７８３０〕

問合  医療課  ☎35‒31771月

健康保険料等納付済額の
お知らせをお届けします
（社会保険料控除用）
　平成30年1月から 12月までの間
に納付された国民健康保険料および後
期高齢者医療保険料（普通徴収分※）の
納付済額は、1月下旬に納付義務者宛
に圧着ハガキでお知らせします。
　健康保険料を社会保険料控除として
申告する場合の資料としてご利用くだ
さい。
※普通徴収分とは、納付書または口座
　振替により納付された保険料のこと
　です。
問合  市民課　☎35-3495
　　　各支所地域振興課

ひざ腰元気教室
　健康チェックや健康体操、健康に関
する日常の身近な話題（ひざ痛予防、
認知症予防など）についての学習会で
す（参加無料）。
期日  1月16日㈬～ 6月12日㈬まで
の毎週水曜日（祝日を除く・全20回）
時間  13:30～ 15:30
場所  総合福祉センター（昭和町2）
対象  市内在住で概ね 65歳以上の方
　　　（過去に受講したことがない方）
定員  15人
申込  1月10日㈭までに TEL

問合  社会福祉協議会　☎35-0294

　妊婦、とくに妊娠初期の女性が風しんにかかると、生まれてくる
赤ちゃんが「先天性風しん症候群」という病気にかかることがありま
す。現在の全国的な風しんの流行を踏まえ、先天性風しん症候群の
発症を防ぐため、妊娠を希望する女性、十分な免疫を持っていない
妊婦と同居する方のほか、風しん抗体保有率が低い年代である、30
歳以上60歳未満の男性も風しん抗体検査を無料で実施しています。
対象  県内に住所を有する 30歳以上60歳未満の男性
　　   ただし、以下のいずれかに該当する方は除く。
　　　① 今までに風しんにかかったことがある方
　　　② 風しんワクチンを接種したことがある方
　　　③ 現在の無料風しん抗体検査の対象となる方
受付期間　3月31日㈰まで
実施場所　県内の風しん抗体委託検査協力医療機関
　　　　　詳しくは岐阜県HPをご覧ください。
検査費用　無料
※検査の結果、抗体価が低いことが分かった場合
　には、任意で風しんワクチン接種を受けること
　をお勧めします。
問合  飛驒保健所　☎33-1111（内線310）

風しん抗体検査の対象者を拡大しました
30～ 50歳代男性も無料で受けられます

①ほっとする介護・健康談話室
　介護や健康に関する相談、整膚体験ができます。
日時 1月17日㈭、18日㈮　10：00～ 15：00
場所 認定NPO法人あんきや  ゆいのいえ（片野町5）

②ほっとする談話室（まちスポ飛驒高山）
日時 1月20日㈰　10：00～ 15：00
内容 介護についての相談
※事前申込不要、参加無料です。
　時間内は出入り自由ですので、
　都合のいいときにお越しくだ
　さい。
問合  NPO法人まちづくりスポット
　　　☎62‒8550

介護のための介護のための「ほっとする談話室」「ほっとする談話室」
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大切な人権　あなたも考えてみませんか？ 　今月は「外国人の人権」について
詳しくはHP〔1001321〕

問合先  健康推進課  ☎35‒3160くらしくらしと健康健康くらしくらしとと健康健康くらしと健康

※赤ちゃん教室の日程がご不明の方は、健康推進課までお問い合わせください。
●各教室や健診の所要時間は各案内文をご覧ください。
※①から③のいずれかの書類 ① 個人番号カード   ② 通知カード＋顔写真付き本人確認書類（運転免許証など）
　③ 通知カード＋顔写真のない公的書類（健康保険証、年金手帳など）を２つ以上

　精神保健福祉士の相談では、こころの健康を目的とした、家庭や職場、学校での
人間関係の悩みも伺います。話すだけでも気持ちは軽くなります。「病院に行くの
は気がひける」「話を聴いてほしい」という方、また家族の方による相談、電話に
よる相談も可能です。お気軽にご相談ください。

のこころの健康相談 予約が必要です。
（相談は無料で、秘密は厳守します）１月

内　容 相談日 場　　所 時　　間 予約・問合先

精神科医師に
よる相談 1月9日㈬ 市保健センター 13:30～15:30 飛驒保健所

☎３３－１１１１（内３１1）

精神保健福祉士
による相談

1月29日㈫ 市保健センター 13:30～15:30 健康推進課
☎３５－３１６０（※）

※1月25日㈮までにご予約ください。

健
康
の
教
室
と
相
談

相談名 対象となる方 期日 受付時間 持ち物 場所

母子健康手帳交付 母子健康手帳の交付を受けていな
い妊婦

7
13：15～13：30 妊娠証明書（妊娠届出書）・上のお子さんの母

子健康手帳・個人番号確認書類※

 

市
保
健
セ
ン
タ
ー
（
☎
35
―
３
１
６
０
）

21

妊婦教室（第1回） 出産予定が31年6月の妊婦 9 13：15～13：30
母子健康手帳
おかあさんと子どものファイル
必要な方は飲み物　　

妊婦教室（第2回） 出産予定が31年5月の妊婦 23 13：15～13：30

妊婦教室（第3回） 出産予定が31年4月の妊婦 22 13：15～13：30

妊婦教室（第4回） 出産予定が31年3月の妊婦と夫 21 9：15～9：30

4 カ 月 児 健 診
30年8月21日～9月2日生まれ 10

13：00～13：30
母子健康手帳
問診票（お子さんの成長の記録）
おかあさんと子どものファイル・バスタオル

30年9月3日～9月12日生まれ 16

30年9月13日～9月20日生まれ 25

1 歳 6カ月児健診
29年6月1日～6月18日生まれ 8

12：30～13：30 母子健康手帳・問診票（お子さんの成長の記録）
おかあさんと子どものファイル29年6月19日～6月30日生まれ 17

2 歳 児 相 談
28年12月 1日～12月10日生まれ 11

9：15～9：45
母子健康手帳
問診票（お子さんの成長の記録）
おかあさんと子どものファイル
子ども用フォーク・お手ふき・お茶・歯ブラシ・コップ

28年12月11日～12月20日生まれ 18

28年12月21日～12月31日生まれ 25

3 歳 児 健 診
27年12月1日～12月16日生まれ 11

12：30～13：30
母子健康手帳・問診票（お子さんの成長の記録）
おかあさんと子どものファイル
目と耳の問診票・尿・歯ブラシ・コップ27年12月17日～12月31日生まれ 24

市 民 健 康 相 談 育児、食生活、生活習慣病などに
ついての悩みや相談ごとのある方

毎週月～金
（祝日を除く） 9：00～12：00

乳幼児の相談の方は母子健康手帳

市保健
センター

毎週木曜日    
（祝日を除く） 9：00～12：00 各支所

こころの体温計
　本人がチェックするだけでなく、「家族モー
ド」から身近にいる家族も利用できます。

▼市HPにあるバナーからアクセス

こころの体温計こころの体温計
ストレス度・落ち込み度を
    簡単チェック！

ためしてみませんか？

健診で健康づくり健診で健康づくり
受診結果に「要受診」「要精密検査」などの項
目があった方は必ず医療機関に受診しましょう
　健康長寿を目指すためには、生活習慣病などの
病気を早期に発見して、早期治療、重症化予防に
つなげることが大切です。
　その第一歩である健診を、年に一度は必ず受け、
検査結果の変化を確認しましょう。
　健診結果に基準値を外れた項目があった場合
は、軽視せず、必ず指示に従いましょう。「要受診」
「要精密検査」と判定されても、医療機関で検査
を受け、結果に応じた生活習慣の改善によって、
数値が正常化することもあります。しかし、そのま
ま放置すると、病気を見逃したり対応が遅れたりし
て、健康状態が悪化しかねません。
　せっかく受けた健診を無駄にしないよう、健診結
果を健康づくりにいかしましょう。

まもなく健康ポイントの景品交換が終了します！
　広報たかやま6月15日号でお知らせしました、市健康ポイント事
業のポイントの景品交換が、2月で終了します。昨年の1月から12
月までの間に、特定健診や職場健診、人間ドックなどの健康診査を
受け、さらに自ら目標を立てて健康づくりに取り組んだ方には、ポイ
ントを付与します。その他、がん検診の受診や対象の健康イベント
への参加などでもポイントが付与され、6ポイント以上貯めた方は、
景品と交換できます。景品交換は2月で終了となりますので、お早
目に交換してください。
対象者　中学3年生以上の市民で、必須項目「健康診査ポイント」
　　　　と「自主的な健康づくりへの取り組みポイント」取得を含め
　　　　6ポイント以上貯めた方
交換期間　2月28日㈭まで
　　　　　（土日祝を除く、午前8時30分～午後5時15分）
交換場所　健康推進課および各支所
※さらにポイントカードの裏面に必要事項を記入し、景品交換され
　た方の中から、3月に抽選で健康に関する賞品をプレゼントします。
広報ID 1009664
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今号の人権標語　変えていこう　差別やいじめの　ない世界

2020年3月卒業予定者飛
驒地域就職ガイダンスの開
催および参加企業募集
　2020年3月卒業予定の学生（大学・
短大・専門学校等）を対象とした就職
ガイダンスです。（学生は参加無料、
事前申込不要です。大学1、2年生等
の参加も可能です）
　参加企業ごとにブースを設け、直接
求職者へPRできます。
日時  3月20日㈬　13:30～ 18:00
場所 市民文化会館（昭和町１）
参加資格 2020年3月卒業予定の学生
　　　　 を対象とした求人募集予定
　　　　  企業（60社程度）
参加料  雇用促進協議会会員：無料
　　　非会員：10,000円
申込  1月15日㈫までに TEL

問合 商工課　☎35-3144

楽しむスポーツ教室
卓球初心者教室
期間  2月8日～ 3月15日までの毎週
　　  金曜日（全6回）
期間  20:00～ 21:30
場所 ビッグアリーナ（中山町）
対象  市内在住・在勤の方（児童、生徒、
　　　学生は除く）
定員  25人（超えた場合は抽選）
参加料  1,000円（保険料）
申込  1月5日㈯～25日㈮までに窓口・
　　　 TEL

問合 ビッグアリーナ　☎34-3333

荒城農業体験交流館体験
教室
対象  市内在住･在勤の方
場所  荒城農業体験交流館
　　  （国府町八日町）
申込 TEL ･ FAX（超えた場合は抽選）
問合  荒城農業体験交流館
　　   ☎72-1066　FAX72-1067

●お菓子つくり教室
　今回は、ガトーショコラを作ります。
日時  1月24日㈭　13:00～ 15:30
定員  8人
参加料  1,300円
申込期限  1月17日㈭
●飾り巻き寿司教室
日時  1月23日㈬　13:30～ 15:30
定員  12人
参加料  1,300円
申込期限  1月16日㈬
●シルエットアート教室
日時  1月17日㈭　13:00～ 15:00
定員  10人
参加料  1,000円
申込期限 1月10日㈭

リフォーム製品フェア
　リフォーム製品の販売と修理したお
もちゃの無償提供があります。
応募資格 市民の方（分類ごと 1人1点
　　　　  応募できます）
応募期間 1月14日（月･祝）～19日㈯
　　　　 8:30 ～ 16:00
             1月20日㈰
　　　　10:00～ 12:00
抽選会  1月20日㈰　13:00
※当選者には電話連絡するほか、市

HPに当選者の整理番号を掲載しま
　す。
場所 資源リサイクルセンター内
　　　リフォームセンター（三福寺町）
問合 資源リサイクルセンター
         ☎ 35-1244
　　  広報ID 1001250

募　　集 試験区分　技能労務職（衛生業務）
年齢要件　昭和43年4月2日～昭和59年4月１日に生まれた方
資格等要件　2級ボイラー技士以上もしくはクレーン特別教育修了の資格の
　　　　　　ある方、または平成31年3月31日までに取得見込みの方
募集人数　1人程度
試験申込受付期間　1月11日㈮まで
試験案内・申込書の配布　インフォメーション（1階）、総務課（4階）、各支所
地域振興課にあるほか、市HPからもダウンロードできます。
試験日程　第一次試験（予定） 1月26日㈯　　第二次試験（予定） 2月下旬
　国籍および障がいの有無にかかわらず、受験資格に適合するかたであれば
受験可能です。
問合  総務課　☎35-3133

市職員募集（平成31年度採用 技能労務職員）

子育てコーディネーター募集
　乳幼児親子を
対象とした遊び、
交流の場として
市内12カ所に設
置している「つど
いの広場」などで
活躍いただく「高山市子育てコーディ
ネーター」を募集します。
対象  資格は必要ありません。子ども
　　　が大好きで、子育て支援に熱意
　　　がある方、大歓迎です。
申込  子育て支援課、各支所地域振興
　　　課にある申込用紙に記入のうえ、
　　　2月5日㈫までに提出
※活動内容や活動エリアなどの聞き取
　りをして、登録者を決定します。
※政治的・宗教的活動、営利目的であ
　ると認められる場合は、選考の対象
　外となります。
●平成30年度登録者には別途更新案
　内を送付します。
問合 子育て支援課　☎35-3140
　　   広報ID 1000706

高年者新春囲碁大会
対象  市内在住の 60歳以上の方
日時  1月18日㈮　9:30～ 17:00
場所 総合福祉センター（昭和町2）
定員  100人程度
参加料  1,500円（昼食代含む）
申込  1月11日㈮までに TEL・FAX

問合 社会福祉協議会
　　　☎35-0294　FAX34-6736
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営業時間　平日午前8時30分から午後5時15分（土・日曜日、祝日、年末年始（12月29日～1月3日）を除く）

◎図書館の1月特集コーナー
【一般】新しい時代を展望する　【児童】あけましておめでとう！

図書館からのお知らせ
問合  市図書館「煥章館」
         ☎32-3096　FAX32-3098
朗読・民話の語り
「八

やおよろずのかみ

百万神」　第3回
日時  1月13日㈰　14:00～ 15:00
場所  市図書館「煥章館」（馬場町2）
定員  50人（入場無料、申込不要）

第10回上映会（みんなでシネマ上映会）
「ヒューゴの不思議な発明」
（2012年アメリカ･126分）
日時  1月12日㈯
　　　14:00～（日本語吹替）
        19:00～（日本語字幕）
場所  市図書館「煥章館」（馬場町2）
定員  100人（入場無料、申込不要）

ブックスタートin図書館国府分館
日時  1月17日㈭　10:30～ 11:30
場所 市図書館国府分館（国府町広瀬町）
1歳6カ月児を対象としたブックス
タート絵本の引き換えを行います。
　絵本の引き換えには、母子手帳と引
換券が必要です。

協会けんぽ相談窓口を終了
します
　高山年金事務所内の協会けんぽ相談
窓口は、1月31日㈭をもって終了し
ます。健康保険給付金など協会けんぽ
への申請手続きは郵送で行うことがで
きます。なお、引き続き、事業所の加
入手続きなどは高山年金事務所窓口で
行うことができます。
問合  協会けんぽ岐阜支部
         ☎058-255-5155

太極拳体験教室
・総合福祉センター（昭和町2）
日時  1月11日㈮　13:30～
・北小学校第二体育館（桐生町2）
日時  1月15日㈫　19:30～
持ち物 運動できる服装、底の低い靴、
　　   飲み物
※事前申込不要、参加無料
問合  高山市太極拳協会  ☎33-9196

「笑いヨガ」体験
●市総合福祉センター（昭和町2）
日時  1月11日㈮、25日㈮は10:00～
1月19日㈯、27日㈰は 13:30～
●国府福祉センター（国府町木曽垣内）
日時  1月18日㈮　10:00～ 11:00
持ち物 飲み物（水分補給用）、動きやす
い服装、タオル　参加料  100円
問合  ひだ笑いヨガクラブ
　　　☎33-0064

大規模小売店舗届出書の
縦覧
　岐阜県に提出された大規模小売店舗
立地法に基づく届出書の縦覧を行って
います。
事業者　株式会社バローホールディン
　　　　グス
名　称　ルビットタウン高山
所在地　岡本町3丁目18番2 外36筆
内　容　リニューアルに伴う店舗名称
　　　　および小売業者の変更
縦覧場所　商工課（本庁２階）
縦覧期間　3月25日㈪まで
問合  商工課　☎35-3144

高山市民感謝デー
日本モンキーパーク入園
無料ご招待
　高山市民の方を対象とした入園無料
日です。期間中は、のりものスタンプ
ラリーなどがあります。
期間  2月10日㈰、11日㈪（両日とも
　　   営業時間は 10:00～ 16:30）
場所  日本モンキーパーク（犬山市）
※入園ゲート改札口で市内在住が確認
できるもの（免許証や保険証など）を提
示してください。1人の証明で 4人ま
で入園無料です。のりもの・駐車場・
世界サル類動物園は別途料金が必要
です。
問合  日本モンキーパーク
　　   ☎0568-61-0870

お  し  ら  せ
【奨学金】育英資金の貸付
①大学（短大含む）またはこれに準ずる教育機関（※）に在学、あるいは入学予定で、
　経済的な理由で就学が困難な方に対して貸付を行っています。
※専修学校専門課程を含む。
貸付額　月額５万円（年額60万円）
　なお、医学履修課程は月額10万円（年額120万円）
②飛驒地域の高校に公共交通機関で通学する生徒の保護者のうち、月1万円以上
　負担されている方に対して貸付を行っています。
　貸付額　年額12万円～ 20万円（交通費負担額に応じて貸付）

貸付利子　無利子　貸付期間　在学期間中（修業年限内）
申込  教育総務課（本庁３階）、各支所地域振興課にある申請書に必要事項を記入
　　　のうえ、①は３月29日㈮までに、②は随時、窓口へ提出（郵送可）
問合  教育総務課　☎35-3153 　広報ID 1000717

検察審査会にご理解を
　交通事故や詐欺などの犯罪被害に遭い、警察や検察庁に訴えたが、検察官
がその事件を裁判にかけてくれないことがどうも納得できない。このような
方のために、検察官が事件を裁判にかけなかったことが正しかったかどうか
を審査する機関として「検察審査会」があります。相談や審査の申立てには費
用はいりません。また、秘密は固く守られます。
　検察審査会では 11人の審査員が、検察官が事件を裁判にかけなかったこ
とが正しかったかどうかの審査を行います。
　なお、検察審査会の審査員は選挙権を持っているみなさんの中から「くじ」
で選ばれることになっています。選挙権をお持ちの方は審査員に選ばれるこ
とがあるかもしれませんが、選ばれた際は国民の代表としてこの制度にご理
解とご協力をお願いします。
問合  岐阜検察審査会事務局（岐阜地方裁判所内）　☎058-262-5263
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ヒッツFM（76.5MHz）「おもてなしの英会話」 毎週火～木曜日 8:25～、17:55～放送中
テキスト版を市HPで公開しています（広報ID 1005316）

もうイライラや怒りに振り回されない！
アンガーマネジメント講座
　イライラや怒り、不安など自分の
感情に振りまわされていませんか。
「アンガーマネジメント」とは、アン
ガー（怒り）と向き合い適切に対処す
ることをいいます。
　仕事や家庭、子育て、人間関係で
イライラしない、怒りとの上手な付
き合い方を学びます。
日時  1月20日㈰　13:30～ 15:00
場所  市役所3階 行政委員会室
        （花岡町2）
講師 廣

ひろ

瀬
せ

直
なお

美
み

さん（NPO法人あ
ゆみだした女性と子供の会理事長）
定員  30人（超えた場合は抽選）
参加料  無料
申込  1月18日㈮までに TEL・ FAX
（住所、氏名、託児希望の有無を明記）
問合  協働推進課
　　　☎35-3412　FAX35-3414

第4回 協働のまちづくり
フォーラム
　今回は、関市を中心に活躍している
特定非営利活動法人せき・まちづくり
NPOぶうめらん代表理事の北

きた

村
むら

隆
たか

幸
ゆき

さんを講師にお迎えし、他市の活動事
例の紹介を交え、協働の取り組みの必
要性やメリットについて講演いただき
ます。
　また、まちづくり協議会と市民活動
団体によるパネルディスカッションや
市登録市民活動団体の活動をパネル展
示などで紹介します。
日時  1月20日㈰　13:30～ 16:00
場所 市役所地下市民ホール（花岡町2）
参加無料、事前申込不要です。
直接ご来場ください。
問合  協働推進課　☎35-3412

第2回 ひだ！高校生会議
　飛驒地域の高校生が地域の未来のた
めにできること、したいこと、飛驒
地域への愛着や誇りを周りの人たちに
伝えられるようになることを目的に、
高校生自らが企画運営し交流する「ひ
だ！高校生会議」を開催します。
　高校生のみなさんがやりたいことや
夢を語り合う場です。
日時  3月16日㈯　10:15～ 16:30
場所 飛驒高山まちの博物館（上一之町）
対象  飛驒地域内の高校生など
内容  「飛驒でこんなことをやってみた
い」といった内容をテーマに、5人程度
のグループに分かれて話し合います。
参加料  無料
※申込方法など詳細は次号でお知らせ
　します。
主催：ひだ！高校生会議実行委員会
問合  生涯学習課　☎35-3155

飛驒高山まちの博物館
秋季特別展関連講座
「駕

か

籠
ご

訴
そ

人を裏切るな！－跡々引請証
文を詳しく解説－」
　講師に郷土史家の林

はやし

格
ただ

男
お

さんをお迎
えし、大原騒動関係の講座を開催しま
す。入場無料、事前申込不要です。
日時  1月22日㈫　15:00～ 16:30
場所  丹生川支所（丹生川町坊方）
定員  100人
問合  飛驒高山まちの博物館
　　   ☎32-1205

講座・講演会

第１回 飛驒高山ものづくり
実践塾
　市内のものづくりや販売に関わる方
を対象に、講師に株式会社メソッド代
表取締役の山

やま

田
だ

遊
ゆう

さんをお招きし、共
感を呼ぶ商品開発と販売のあり方など
について講演いただきます。
日時  1月17日㈭　19:00～ 21:00
場所 市役所地下市民ホール（花岡町2）
定員  30人程度
申込 1月15日㈫までに TEL・MAIL

問合  ブランド戦略課　☎35-3001
Mail:brand@city.takayama.lg.jp

飛驒高山ブランド講演会
「飛驒春慶の魅力」
　講師に飛驒春慶連合協同組合理事長
の戸

と

沢
ざわ

幸
ゆき

夫
お

さん、木地師、塗師をお招
きし、飛驒高山を代表するブランド「飛
驒春慶」の魅力や使い方、お手入れの
仕方などについて講演いただきます。
　抽選で３名様に飛驒春慶の弁当箱を
差し上げます。
日時  1月30日㈬　19:00～ 20:30
場所 市役所地下市民ホール(花岡町2)
定員  100人
申込  1月25日㈮までに TEL・MAIL

問合  ブランド戦略課　☎35-3001
Mail:brand@city.takayama.lg.jp

子育て親育ち講演会
　NPO法人親子コ
ミュニケーション
ラボ代表理事の天

あま

野
の

ひかりさんを講
師にお迎えし「子ど
ものコミュニケー
ション能力を高め
る～子育てで一番大切なこと～」と題
して講演いただきます。
入場無料、事前申込不要です。
日時  2月10日㈰　13:30～ 15:00
場所 市役所地下市民ホール（花岡町2）
託児は先着50人（希望者は 1月7日㈪
～ 2月6日㈬までに子育て支援セン
ター（☎33-7963）に TEL）。
問合  生涯学習課　☎35-3155

行政相談
問合  総務課　☎35-3133・各支所
申込  不要。直接会場へ
●高山地域
日時  毎週㈬㈮　13:00～ 16:00
2日㈬は休館日のため休み
場所  総合福祉センター（昭和町1）
●清見地域
日時  1月10日㈭　9:00～ 12:00
場所  きよみ館（清見町三日町）
●上宝地域
日時  1月23日㈬　10:00～ 12:00
場所  上宝支所（上宝町本郷）
日時  1月23日㈬　14:00～ 16:00
場所  奥飛驒総合文化センター（奥飛
　　　驒温泉郷村上）

広報たかやまをあなたの
スマホにお届けします
無料広報アプリ

「マチイロ」で配信中
ダウンロードはこちらから

問合
広報情報課　☎35‒3134
広報ID 1008366
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営業時間　平日午前8時30分から午後5時15分（土・日曜日、祝日、年末年始（12月29日～1月3日）を除く）

ヒッツFMで「声の広報たかやま」を放送しています。1日と15日の午前6時～7時・午後10時～11時

１月のこよみ
1月1日㊋ 新成人を祝うつどい（上宝・奥飛驒温泉郷）

2日㊌ 新成人を祝うつどい（一之宮、久々野、朝日・高根）

3日㊍ 新成人を祝うつどい（国府）

4日㊎ 官公庁事務始め

5日㊏ 消防出初式

13日㊐ 新成人を祝うつどい（高山、丹生川、清見、荘川）

《今後の予定》

相 談 ご と

司法書士無料法律相談
日時  1月19日㈯　13:00～ 17:00
場所  市民文化会館（昭和町1）
申込  1月17日㈭までに TEL

問合  岐阜県司法書士会事務所
　　   ☎058-248-1715

不動産無料相談
日時  1月8日㈫　13:00～ 15:00
場所  宅建協会飛驒支部事務所
　　　（昭和町2）
申込  不要。直接会場へ
問合  岐阜県宅地建物取引業協会
　　　飛驒支部　☎36-1396

行政書士無料相談
日時  1月16日㈬　13:00～ 16:00
場所 市役所3階302会議室（花岡町2）
申込  事前に TELまたは直接会場へ
問合  岐阜県行政書士会
         ☎058-263-6580

福祉に関する相談
　福祉サービス総合相談支援セン
ター、地域包括支援センター、子ども
発達支援センターでは、福祉に関する
さまざまなご相談をお受けします。
日時  平日8:30～ 17:15
場所  市役所（花岡町2）

心配ごと相談
日時  毎週㈬㈮　13:00～ 16:00
　　  （祝日除く）
場所  総合福祉センター（昭和町2）

ハローワーク巡回職業相談
問合  ハローワーク高山  ☎32-1144
申込  不要（高根地域を除く）
●高山地域
日時  平日　常設8：30～17：15
場所 市役所ワークサロンたかやま
　　 （花岡町2）
●丹生川地域
日時  1月10日㈭　13:00～15:00
場所  丹生川支所（丹生川町坊方）
●清見地域
日時  1月11日㈮　13:00～15:00
場所  きよみ館（清見町三日町）
●荘川地域
日時  2月1日㈮　13:00～15:00
場所  荘川総合センター（荘川町新渕）
●一之宮地域
日時  1月17日㈭　13:00～15:00
場所  一之宮支所（一之宮町）
●久々野地域
日時  1月18日㈮　13:00～15:00
場所  虹流館くぐの（久々野町無数河）
●朝日地域
日時  1月24日㈭　13:00～15:00
場所  燦燦朝日館（朝日町万石）
●高根地域
日時  1月25日㈮　13:00～15:00
場所 高根支所（高根町上ケ洞）
申込 予約制1月23日㈬までに TEL

　　 （高根支所　☎59-2211）
●国府地域
日時  1月9日㈬　10:30～12:00、  
　　　13:00～15:30
場所  こくふ交流センター
       （国府町広瀬町）
●上宝・奥飛驒温泉郷地域
日時  1月31日㈭　13:00～15:00
場所 上宝支所（上宝町本郷）

結婚相談
　ご利用に当たっては、事前登録をお
願いします。
問合  協働推進課　☎35-3412
　　   各支所
●高山地域
日時  1月17日㈭、29日㈫
　　　12：30～15：30
1月8日㈫、22日㈫　17:30～20:30
場所 総合福祉センター（昭和町2）
●丹生川地域
日時  1月9日㈬　9:00～12:00
場所  丹生川支所（丹生川町坊方）
●清見地域
日時  1月9日㈬　13:30～16:30
場所  きよみ館（清見町三日町）
●荘川地域
日時  1月8日㈫　9:30～12:30
場所  荘川福祉センター（荘川町新渕）
●一之宮地域
日時  1月23日㈬　13:00～16:00
場所  飛驒位山文化交流館（一之宮町）
●久々野地域
日時  1月16日㈬　13:30～16:30
場所 虹流館くぐの（久々野町無数河）
●朝日地域
日時  1月16日㈬　9:00～12:00
場所 燦燦朝日館（朝日町万石）
●高根地域
日時  1月23日㈬　14:00～17:00
場所 高根福祉センター
        （高根町上ケ洞）
●国府地域
日時  1月23日㈬　17:30～20:30
場所 こくふ交流センター
　　  （国府町広瀬町）
●上宝・奥飛驒温泉郷地域
日時  1月22日㈫　9:30～12:30
場所 上宝支所（上宝町本郷）

18日㊎ 酒蔵めぐり（～ 3月2日）

24日㊍ 二十四日市

第23回東海雪合戦大会inたかね（2月2日、3日）
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TEL／0577‒32‒3333㈹
FAX／0577‒32‒7000 （市長室直通）
FAX／0577‒35‒3174 （広報情報課直通）

E-mail／kouhou@city.takayama.lg.jp
HP／http://www.city.takayama.lg.jp/
携帯用HP／http://mobile.city.takayama.lg.jp/
防災行政無線の内容は電話でも確認できます
☎0577‒35‒6000

市長室市長室へへ
　ようこそ　ようこそ
●市民と市長の面談日

市長室直通ＦＡＸもご利用ください
ＦＡＸ●３２－７０００

問合先　秘書課 ☎35-3130

※事前にご予約ください

高山市公式YouTubeチャンネル
ケーブルテレビの番組「ハイ、市役所です」はインターネットでもご覧いただけます。
市ホームページ「行政情報」の動画コーナー

広 報広 報
市長だより長だよ

高
山
市
長
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み
な
み
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
会
長
と
し
て
、
南
地
区
の
ま
ち

づ
く
り
を
牽
引
す
る
黒
田
久
美
子
さ
ん
。

　

南
地
区
に
は
、
20
町
内
会
が
あ
り
、
約
３
，５
０
０
世
帯
、
８
，

０
０
０
人
が
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
東
は
商
業
地
域
、
西
は

居
住
地
域
が
広
が
り
、
地
区
内
で
も
市
民
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
が

多
様
で
す
。

　

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
に
は
、
地
域
づ
く
り
部
、
広
報
部
、
社
会

教
育
部
、
青
少
年
部
、
福
祉
部
が
あ
り
、
各
部
で
地
域
課
題
の
解

決
に
向
け
て
取
り
組
む
中
で
、
今
年
度
新
た
に
防
災
委
員
長
の
ポ

ス
ト
を
創
設
し
、
地
域
防
災
力
の
向
上
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

―
災
害
発
生
時
、
自
治
体
に
で
き
る
こ
と
は
限
ら
れ
て
い
ま
す
。

地
域
で
、
私
た
ち
で
な
ん
と
か
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

で
す
―

と
、
地
域
で
災
害
対
策
に
取
り
組
む
こ
と
の
大
切
さ
を
訴
え
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
の
方
が
集
う
大
切
な
催
し
と
し
て
、
毎
年
10
月
に

ふ
れ
あ
い
文
化
祭
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
だ

け
で
な
く
、
育
友
会
や
教
員
と
連
携
し
、
午
前
は
授
業
参
観
、
昼

か
ら
は
地
域
の
文
化
祭
と
し
て
バ
ザ
ー
や
各
種
体
験
講
座
を
開
催

し
、
毎
年
１
，０
０
０
人
を
超
え
る
方
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

―
ふ
れ
あ
い
文
化
祭
は
、
南
地
区
に
と
っ
て
大
切
な
行
事
な
ん
で

す
。
ま
ち
協
だ
け
な
ら
こ
ん
な
盛
大
に
は
開
催
で
き
ま
せ
ん
。
学

校
や
町
内
会
の
協
力
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
は

大
変
で
す
が
、
終
わ
っ
た
と
き
に
楽
し
か
っ
た
と
言
っ
て
も
ら
え

て
う
れ
し
い
で
す
―

と
目
を
細
め
ま
す
。
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
多
様
化
し
て
い
る
南
地

区
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
都
合
の
良
い
時
間
に
参
加
で
き
る
文
化
祭
が

地
域
事
情
に
合
っ
て
い
る
と
い
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
黒
田
さ
ん
は
、
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
会
長
と
し
て
活

動
す
る
傍
ら
、
音
楽
療
法
士
や
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
支
援
員
と
し

て
も
活
動
す
る
な
ど
、
多
忙
な
日
々
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

―
忙
し
く
て
も
、
み
な
さ
ん
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
の
で
と
て
も
楽

し
い
で
す
―

　

地
域
の
児
童
が
描
い
た
ポ
ス
タ
ー
を
手
に
、
笑
顔
が
溢
れ
ま
す
。

　

昨
年
11
月
に
高
山
市
で
開
催
さ
れ
た「
第
20
回
米
・
食
味

分
析
鑑
定
コ
ン
ク
ー
ル
国
際
大
会
」で
は
、
市
内
で
17
人
4

団
体
が
金
賞
・
特
別
優
秀
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
昨
年

は
7
月
豪
雨
や
そ
の
後
の
猛
暑
、
そ
し
て
9
月
の
台
風
と
、

苦
境
に
立
た
さ
れ
た
中
で
の
受
賞
に
、
大
変
な
ご
労
苦
が

あ
っ
た
も
の
と
そ
の
不
断
の
ご
努
力
に
深
甚
な
る
敬
意
を
表

し
ま
す
と
と
も
に
、
改
め
て
技
術
力
の
高
さ
と
皆
様
の
強
い

思
い
に
感
銘
を
受
け
た
次
第
で
す
。

　

平
成
26
年
に
発
刊
さ
れ
た
新
聞
に「
飛
驒
高
山
の
米
は
攻

め
る
」と
題
し
た
記
事
が
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、

飛
驒
高
山
お
い
し
い
お
米
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
和
仁
松
男
会
長

は「
味
に
は
自
信
が
あ
る
。
食
べ

た
評
価
を
返
し
て
も
ら
え
る
と
、

農
家
の
や
る
気
に
つ
な
が
る
」と

大
会
へ
の
意
気
込
み
を
語
っ
て

お
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
5
年
、
昨
年
12
月

の
受
賞
報
告
会
で
、「
本
大
会
を

目
指
し
研
究
の
日
々
が
続
き
ま

し
た
が
、
飛
驒
地
域
の
み
な
さ

ん
が
立
派
な
成
績
を
収
め
ら
れ
、

故
郷
に
錦
を
飾
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
」と
万
感
の
思
い
を
話
さ

れ
る
和
仁
会
長
の
姿
に
胸
が
熱

く
な
り
ま
し
た
。
市
と
し
ま
し

て
も
、
今
後
一
層
Ｐ
Ｒ
に
努
め
、

熱
い
思
い
の
詰
ま
っ
た
飛
驒
米

の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

午後1時30分～4時15分
1月29日㈫

米・食
味
分
析
鑑
定
コ
ン
ク
ー
ル

国
際
大
会
を
終
え
て

黒
く ろ

田
だ

久
く

美
み

子
こ

さん
みなみまちづくり協議会会長

　県は県内で活躍する女性や子育てを応援する企業を
平成26年から認定。うち、市内には21人の女性と3つ
の企業があります。高山で活躍する“みなさんの今”を
連載で紹介します。

地域のみなさんと
ともにまちづくりを

高山で活躍する
みなさんの今輝

か が や

く女
ひ

性
と

シリーズシリーズ
第17章第17章


